
也

机
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四
舵

ニ空
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四

方

曹

産

着

の

北

壁

性

質

原

口

九

寓

Ⅶ
､
緒

言

筆
者
は
嘗
去

誌
(押
詰

)上
に
於
で
朝
鮮
産
(錆

謂

)
芳
皆
珪
石

(Sodalite
)

の
諮
性
質
に
就
い
て
概
報
L
k
rJ

と
が
あ
る
.
を
の
化
撃
分
析
の
結
果
を
市
錬
す
れ
ば
第

一
未
の
如
-
で
あ
る
｡
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ヒ
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2

衷

餌

｡
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第 一

覇:養育分 此

Si02 37.42

31.14

Tr.

0.39

0.93

21.68

0.13

2.46

0.45

7.12

none.

∴

二

∵

㍉

+

一

即
即

a
･
EBI
s3

101.72

0-Cl2 1.60

100.12

此或 2.298士0.001

こ
れ
よ
-
方
曹
蓮
石
の
化
単
式
を
近
似
的
に
求
め
て
､

N
a4A
lい･.Si30
1ほC
t
or
2N
aiA
tT,S
isO
l.2C
l･･-
･(i
)

で
来
せ
ば
方
管
蔑
石
は

"S
o
d
iu
m
･d
ialu
mi
n
iu
m
･
t
ri

o

rth
osilicake
"
夜
-
と
云
以
得
る
C

捉
水

Al
umi
n
o

sili
cate
は
舶
す
る
研
究
は
そ
り
賓
勝
の
困
難
在
る
た
め
､
化
尊
分
析
は
基
-
形
式
論
の
範
噛
む



田
で
す
ー
随

っ
て
方
噂
珪
石
の
化
撃
武
に
就

い
て
は
種
々
の
形
式
の
も
の
が
提
唱

さ
オ1
ね
｡

而
し
て
今
日
で
は
多
-

の
聾
者
の
研
究
は
よ
-
方
闇
蓬
石
の
化
撃
式
は
Ⅲ
の
如

き
式
で
衷
は
し
得
る
こ
と
が
一
般
に
承
解
さ
れ
､
鋸
物
撃
の

教
科
告
に
は
乙
の
式
が
採
用
ruれ
る
ほ
至
っ
た
｡
然
る
に
近
年
に
至
-り
長
足
の
進
歩
も
遼
げ
た
｢
結
晶
分
析
｣
の
研
究

は
方
闇
連
石
の
結
晶
構
造
を
明
か
ほ
し
､
且
つ
N
aC
t
の
轟
動
を
79
榊
梓
し
科
る
ほ
至
っ
た
｡

叉
窮

一
束
を
見
る
ほ
方
曹
珪
石
の
成
分
は
直
接
関
係
な
き
石
衣

･
加
盟

･
苦
土
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
｡
品
等
は
兆
し

て
爽
難
物
と
簡
単
に
考

へ
ら
る
べ
き
も
の
在
る
か
｡
勿
論
そ
の

一
部
分
は
不
純
物
或
は
比
重
分
別
法
に
ょ
つ
て
方
皆

蓬
石
と
分
別
す
る
rJ
と
の
出
来
拍
沸
石
瓶
の
混
入
に
由
る
も
の
で
あ
ら
う
が
､
大
部
分
は

C
a
及
び
K
原
子
が

N
a

原
子
と
置
換
さ
れ
た
所
謂
瓶
貿
同
像
混
合
物

(Isom
orphous
mi
xtures)の
存
在
は
よ
る
も
の
と
秘
め
ら
る
ゝ
に
至

っ
た
｡
叉
水
分
の
含
有
覚
の
多
き
拙
由
は
容
易
-

N
aC
t
の
拳
動
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
る
｡

次
に
方
曾
遊
石
の
薦
状
成
因
及
び
他
の
瓶
似
鋸
物
と
の
踊
係
も
赤
も
そ
の
化
聾
成
分
を
考
究
す
る
上
に
重
要
在
る

問
題
で
あ
る
｡

今
苗
に
以
上
の
語
間
題
に
組
す
る
諸
家
の
諭
詮
を
脇
介
し

て見
る
積
-
で
あ
る
｡

こ
､
方
曹
轟
石
の
化
挙
式

蛋
要
造
岩
鉱
物
中
に
は

Al
umi
n

osilicate
に
鷹
す
る
も
の
が
非
常
に
多

い
故
'
曹
雑
多
-
の
聾
者
に
ょ
つ
て
t

A
tumi
n
o
s
ilicate
に
槻
す
る
研
究
が
企
て
ら
れ
た
｡

而
し
蓮
等
の
諸
家
の
講
論
の
大
部
分
は
唯
そ
の
分
析
の
結
果

を
如
何
な
る
化
撃
式
に
収
ひ
べ

き
か
の
形
式
論
は
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
方
曹
達
石
に
封
し
て
79
種
々
の
化
撃
式
が
輿

へ

ら
れ
た
が
､
最
近
に
至
-
｢
結
晶
分
析

｣にょ
つ

て､
そ
の
構
造
が
判
別
し
､
薗
雑
の
諸
説
に

.1
燈
火
を
輿

へ
ね
軌
が

ガ
智
結
石
の
化
鮮
件
戟

]

'.宕

〓
紅



E.ii｡

節
十
川
懲

堺
田
班

員
八

二
六

あ
る
O
以
下
歴
史
的
に
方
曹
遵
布
の
化
撃
式
に
就

い
て
概
説
し
て
見
よ
う
｡

C
･D
oetter
の

｢
fl
u
n
ib
.1Ch
d
e
r
A/I
inera
tch
em
ie

B

i
I
I
｣

に
龍
城
Tb
れ
た
古
典
的
な
る
も
の
む
翠
L
,
れ
ば

次
の
如
-
で
あ
る
｡

1

C
.
R
a
m
m
etsbeTg;
(
N
aiA
tlSiJO
tG)N
aC
t
o
r
3(N
aiA
t玩
iiO
iG)4N
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L

2

E
.
Z
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m
b
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in
i,･
3N
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tS
iO
ん
2N
a
C
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3

V

･

G
.
1dsch
mi
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;

B
R垂

.払2
N
a
C
l

氏
は

N
a
C
l
を

､､N
eb
e
n
m
cIle1.{ul
F'
と
呼
ん
で
み
る
｡

く

4

A
.
Safarmik
は
三
個
の

O
rth
ositicic
acid

S
(H
IS
iO
L
中
の
)2
H
が

4
N
a
と

3A
t
と
C
L
と
を
以
/｣

置
換
さ
れ
た
も
の
が
万
骨
蓬
石
で
あ
る
と
説
明
し
て
ゐ
る

5
P
.
G
rG
t
h

;

N
aん(A
l､
C
D
A
7-1(
S
iO
L
.1

6
H
J
BC
Ze
･ili.;開

描
.an

d

N
ai(Al
,
C
l)A
ll(SiO
J)a

此
式
は
柘
相
石

N
a
lC
aA
l柑ハS
iO
J)3
型
で
p
方
曹
蓮
石
と
柘
腐
石
と
の
結
晶
撃
的
瓶
似
か
ら
考
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
ら
う
｡
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･
C
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lai?63･
2
S
i.
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N
a
C
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∞
S
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.
T
h
uDqu
t
t
;
BN
p.A
l!S
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N
aC
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St

･
J
･
T
h
u
.
q

u
t
t
･
J･
雷
oTOZe
W
iC
2,
J･
L
e
m
b
erg
.
K
.ffau
sh
ofer
は
方
普
通
心
は
霞
石
三
分
手
は

Na
C
l
が
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ゐ
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氏
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魔
石
の
構
造
式
を

S
計
A
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S
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S
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O
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-

S
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0
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=

S
i-

0
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rOX

方
汐
珪
石

の
化
蝉
的
斑

と
考

へ
p
方
曹
蓬
石
に
勤
し
次
の
如
p
J構
造
式
を
典

へ
ね
rj

芸
ハ九

二
七



地

球

節
十
川
聴

解
的
脱

毛

〇

二
八

此
の
構
造
式
よ
か
括
弧
内
の
2

N
aC
t
む
除
け
ば
霞
石
三
分
子
が
塊
-
､
N
aC
tが
樺
-

N
a=A
t=S
il,O
sに
給
付

い

t･Jゐ
る
,J
と
が
容
易
に
理
解
n
れ
る
O

以
上
の
諦
家
の
方
曹
連
石
の
化
撃
式
中
で

N
a心A
l玩
i30
i.ZC
l
or

2N
aiA
13Si30
1川Ci.

は
正
し
-
､
且
っ
N
aC
tは
電
着
分
子
と
粒
-
粘
令
し
て
ゐ
る
と
の
考
察
は
今
日
は
至
る
も
漁
ら
粕
と
pJ
ろ
で
あ
る
｡

5iiZl

丑

Jakob
詑

.･し

J
.

･Ja
k
o
b

龍
は
最
も
進
歩
し
た
形
式
諭
で
あ
っ
て
'
異
常
珪
酸
飽
鋸
物
を
巧
み
に
説
明
し
た
｡
氏
は
方
闇
連
石
を

霞
石

の
誘
導
健
と
L
t
乙
れ
を
次
式
で
表
は
し
､

【A
l(S
iO
i)=i]押

N
aC
l

鷲

-

鎗
塊
､
即
ち

[A
l(Si

.

4)a]8
1a=鵠
竺

イ
オ
-

笠

a
C
l
が
軽
-
傍
禁

A
llla
g
en)し
･
恰
も

P
a
r
a
s
･

ep
i.1it
[S
i･
eS
i.
･2S
i.
6]
糟

(
H
2.
)
蒜

放

て2He.が
1Weerschau-
[Si.BS
i･
BS
i.
n]

糟

望

遠

管

で
ゐ
る
と
同
様
で
あ
-
､
結
晶
水
は
準
じ
て
結
晶
N
aC
lと
捕
す
べ
き

も
の
と
鮎
稽
し
た
｡

ノヽC

粘

晶

構

造

論

旬一p

最
近

L
･
Pau
tin
g
(
Z
e
it
･
f･
K
ri
s
ta
t1og
ra
p
h
ie
･
B
d
1
7
4
,
H
e
ft
,
2
･
)
9
3
0

)
は
方
曹
達
石
の
結
晶
構
造
を
研
究

し
､
輩
水
化
撃
者
が
主
に
化
撃
反
騰
よ
少
推
託
し
た
構

造
式
に

立
健
的
構

造
を
典

へ
で
､
そ
の
原
子
の
配
列
状
態
を

明
か
に
し
'

Jakob
お
勧
め
渚
家
の
考
の
誤
-
な

き
を
鑑
し
た
｡
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基
は
噂
の
研
究
の
結
果
計
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説
す
れ
ば
次
の
如
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あ
る
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塵
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分
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蛾
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抑

十

四

雀
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十
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中

+
y
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古

車

･

Z
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-
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il

E
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X

司

･
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中

十
Y
,

司

-
X

中

+Z

ニ空1
.可

I
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ト
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F
I
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三
〇

カー耶珪石の納品FI6･法 を(001)河に投刺 した る もの｡

C1--,Na'ト,Al-卜il,Si+ilをその順序 の大 吉の脚にて

示 L, その側 に附 した数字はそのイオンの Z虫旭

の低であ るo 珪素 イオ ン及印せ寮 イオンの凹面髄

の那iJjに;3:限紫 イオ ンが1IJ･准 してゐ るもの とす｡

･1LtEi
L

u
-
0
.)
7
5
.

x
-
0
,)3
5

y
-
0
.･思
.
0

z
-
0
･)5
0

此
の
閥
係
を
甜

脅
し
易
-
す

る
た

め
､
晶
内
の
各
原
子
数
(
○
(j
一
).面

上
に
投
射
す
れ
ば
､
第

一
閲
の
如
-

で
あ
る
0

此
間
を
見

る
に

､
Si
及

び
A
T
T

オ
ン
は
jE
四

面
髄
の
賂
中
央
に
位
し

そ
の
四
隅
の

頂鮎
に

は
0
イ
オ

ン
が

配
置
ru
れ
て
ゐ
る
｡
(
但
し
､

耐
四
面

鰭
の
太
･)1J
に
差
違
が
あ
-
､
前
者
は

O

O

S
i-
0

-i.6
0A､
O-
0

-2.65
A
.

後
者
榛

.A
1-
0
.-
).74
A

0
-
C
1
2
.a
A

で
あ

る
｡
)
N

a

イ

オ
ン
は
四
佃
の
陰
イ
オ
ン

･L
-J

以
･,J
圃
せ
れ
ー
一
個

の



C
T
T
オ
ン
と

は
2
･
7
0
A
,
三
佃
の

0
イ
オ
ン
と

は
2
.3
･5
A

の
距
鵜
に
在
る
｡

叉
rJ
の
構
造
は
静
電
気
的
原
子
個
怯
則
を
も
よ
-
満
足
す
る
｡
即
ち

S
i十
㌔
A
i.3
及
び

N
a.
の
債
標
カ

(
B
on
d

stre畳
h
)
は
各
陽
-

ソ
が
配
墓

C
o
.
rd
in
a
tion
n
u
m
b
er
)
-

る

故
･
夫
々
山､
車

中

で
あ

る
｡
各

.

hT
オ
ン
は

1
S
i.4,
1A
T
S,
)N
a+
と
棚
接
し
.

M
Si-
2,
又

C
l
ノ
ォ
ン
は

4=
N

a+
と

相

接

L
t

M
Si
ル
1
で
あ

っ
て
p
原
子
傾
と
よ
-

1
致
し
て
ゐ
る
｡

方
曹
蓮
石
の
.結
晶
構
造
に
於
で
'
犯
-
荷
電

さ
れ
た
陽
イ
オ
ン

S
iェ
と

A
t"
イ
オ
ン
と
の
間
の
結
合

力
は
.
罪

常
に
強
大
を
も
の
で
あ
っ
て
'
相
互
に
泌
粧
し
た
四
面
膿
は
､
S
iGA
IG0
.,4
の
成
分
を
有
し
.
を
の
構
造
を
決
定
す
る

上
に
賓
要
夜
部
分
を
成
し
て
ゐ
る
｡
そ
の
巷
間
格
子
内
に
は
猶
は
他
の

N
a
イ
オ
ン
及
び

Cl
イ
オ
ン
を
以
て
充
さ

る
べ

き
故
地
が
あ
-
､
を
の
結
合
力
は
前
者
は
比
す
れ
ば
温
か
に
鍋

い
｡

此
の
革
質
は

Jakob
の
至

眼
す
る
･如
-

N
aCl
が
霞
石
の
外
固
化
食
物

[E
x
o･verb
in
d
un
g
]

と
し
で
傍
坐
し

て
ゐ
る
rJ
と
む
立
琵
す
る
も
の
で
あ
る
｡

三
p
方
酋
達
石
中
に
於
け
る

老
a
C
i
の
挙
動

方
曹
連
石
中
に
於
け
る

N
aC
t
の
輿
動
に
就

い
て
は
､
既
に

V
,
G
o
ldsch
mi
d
t
は
霞
石
の

N
eb
enm
ole打
utを

-
と
考

へ
t
K
･
H
au
sh
ofe
r,
S
t,
J
.
Th
ugutt.
J.
M
o
TO
Z
e
W
icz
.

J
q
L
em
be
rg
は

ZN
aC
t
が
霞
石
三
分
子
に
軽

-
粘
合
し
て
ゐ
る
も
の
と
説
明
し
､
J
.
Jako
b

は
結
晶
水
は
准
じ
て
結
晶

N

aCl
と
解
秤
し
た
｡
更

は
L
,P
aul
in
g

の
研
究
に
ょ
ゎ

N
a
イ
オ
ン
及
び

C
lオ
T

ン
の
品
内
配
列
状
態
が
明
か
に
さ
れ
た
.

N
aC
t
は
種

々
の
資
瀞
に
よ

っ
y
方
闇
蓮
石
分
子
よ
-
取
除
く
rJ
と
が
可
能
で
あ
っ
y
r
こ
の
事
賓
は
L

a
k
ob
舘
の
確
記
と
在
る
0

サ
野
珪
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化
聯
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演
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地

域

節
十
川
塔

節
切
離

云

四

三
7

叉

2N
aC
l
が

2
C
a
C
lu
N
aBS
0
4.
N
aけC
O
3.
2C
aS
O
.
と
置
換
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ

てt
S
odal
ith
･g
rup
p
e

に

取
す
る
方
背
進
石
'
軌
万
石
､
藍
万
石
は
'
鞄
栗
岡
低
温
(
=
物
で
あ
る
O
此
の
事
薯
は
既
に
合
成
的
並
に
岩
石
学
的

ほ
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

四
.
加
盟
､
石
茨
の
存
在

緒
言
に
於
て
述
べ
た
如
-
.
加
盟

･
石
衣
の
存
在
は
不
純
物
或
は
沸
石
環
と
し
て
混
在
す
る
に
よ
る
も
の
で
あ
ら

う
が
全
部
を
か
j

る
も
の
と
は
考

へ
難

い
｡
通
常
方
曹
達
石
の
化
撃
分
析
の
姉
基
を
見
る
ほ
､

E
は0
∧
).0
0/0,

C
a
O
∧

0.5%

の
加
盟
及
び
石
衣
h
t含
有
し
て
ゐ
る
｡
こ
れ
は

L
eo.
H
.
B
o
rg
stram

の
考

へ
る
如
-
方
曹
連
石
は
登
-
純
粋
を

も
の
は
稀
で
､
そ
の

N
a
悦
子
は

C
a

及
び

K

原
子
と
そ
の
規
子
間
に
於
で
互
に
置
換
n
れ
次
の
如

き
三
蔵
の
類

賛
同
低
温
食
物
で
あ
る
と
考

へ
る
方
が
室
皆
で
あ
る
｡

3N
aけA
lnSieO
S
2
N
a

C
i.

3
K
柑A
tZS
i20
S
2
N
aC
t.

3
C
a
Al
.S
i20
8
2
N
aC
t.

又
芳
曾
遊
石
の
成
分
中
に
S
O
B
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
rJ
と
が
あ
る
が
'
之
は
藍
万
石
分
子
の
存
在
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
る
｡

五
､
水
分
の
含
有
豊
の
多
き
こ
と

ガ
皆
連
石
の
分
析
結
某
を
見
る
に
､
多
量
の
水
分
を
含

ん
で
ゐ
る
こ
と
が
注
意
ru
れ
る
｡
水
分
の
多
き
に
準
じ
て



簡
捷
及
び
鴎
索
の
含
有
強
は
骨
は
理
論
値
よ
-
減
少
し
て
み
る
｡

此
の
却
賓
も
祢

N
a
C
t
が
比
較
的
容
易
に
そ
の
分

子
内
よ
か
取
除
か
る
る
て
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡

大
'
他
の
造
岩
鋳
物
と
の
成
因
関
係

万
骨
連
石
は
督
連
分
は
富
ん
だ
岩
濃
よ
-
珪
成
さ
れ
'･
多
-
の
場
合
慢
石
閃
長
岩
中
に
薦
す
.
方
闇
連
石
は
霞
石

及
次
寵
石
と
共
産
す
る
乙
と
多

い
.
乙
の
場
合
に
は
方
闇
蓮
石
は
霞
石
よ
-
誘
導
ru
れ
'
次
霞
石
は
万
博
蓮
石
の
鼻

化
物
で
あ
る
｡
又
方
簡
捷
石
の
鐘
戒
に
際
し
て
母
岩
雄
が
鮮
素

(
M
in
eratiz
e
r

)
は
富
ん
で
ゐ
る
rJ
と
は
そ
の
成
田

を
考
察
す
る
上
に
於
て
釆
妥
在
る
開
成
で
あ
る
｡

七
､
結

語

以
上
述
べ
凍
っ
た
と
こ
ろ
は
よ
っ

てp
方
闇
蓮
石
の
化
撃
性
感
は
大

5,に
明
か
に
孜
つ
ね
が
､
未
だ
之
を
十
分
ー

検
討
す
る
ほ
は
獅
そ
の
各
戒
的
反
腰
及
び
岩
石
撃
的
研
究
に
不
足
かLj戚
ず
る
も
の
で
あ
る
｡
而
し
撒
水
益
々
此
の
方

面
の
興
味
あ
る
研
究
が
磯
風
さ
れ
､
前
述
の
諸
説
が
｣
膚
確
秘
ru
る
J
に
寅
る
乙
と
J.侶
ず
る
｡
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